
令和５年度 茨城県 英語教育改善プラン

様式１：小学校

目標 言語活動を通した、互いの考えや気持ちなどを伝え合う力の育成

改
善
が
進
ん
だ
点

未
だ
改
善
が
必
要
な
点

①令和４年度学校教育指導方
針において児童の言語活動
を中心とした授業づくりに
ついて動画制作・周知

②令和４年度学校教育指導方
針において全県への周知
各種研修会において、設定
等について説明・指導

【参考資料】小学校外国語教
育スタートアップガイド

３．施策・事業

①第５・６学年で授業中、50％
以上の言語活動を行っている
学校の割合
94.9%（昨年度比+0.6%
全国平均比+3.0%）

②「CAN-DOリスト」形式によ
る学習到達目標の設定状況等

❶授業者の言語活動への理解
の不足や授業改善に向けた
指導力の更なる向上

❷「目標」と「指導」と「評
価」の一体化の重要性やパ
フォーマンステストの実施
方法の理解不足

２．分析１．現状

設定 公表 把握

本県 94.1 50.7 83.6

昨年度比 +6.4 +29.8 +18.7

全国平均比 +15.3 +2.3 +13.6

数字は％

➊授業における、児童の英語に
よる言語活動の割合の向上

❷「話すこと［やり取り］」、
「話すこと［発表］」を評価
するパフォーマンステストの
実施状況
98.5％（昨年度比-0.1％
全国平均比+1.3％）

➊言語活動を中心とした授業づくり
・令和５年度学校教育指導方針における小学校
外国語教育の重点として、動画制作・周知

➊❷県事業のモデル校での好事例の共有
・県事業「学びのイノベーション推進事業」にお
いて授業改善を促進する。言語活動を中心とし
た授業づくりや単元計画（パフォーマンステス
トでの見取り含む）を重点とする。

【対象】県内小学校
【内容】年３回の研究授業の実施

（第２回の公開授業の講師は調査官）
研究報告書を作成し、好事例を共有

➊先導的なオンライン研修実証研究事業への参加
【対象】小学校英語専科を基本
【参加人数】25名



令和５年度 茨城県 英語教育改善プラン

様式１：中学校

目標
言語活動を通した、発信力の育成
○ CEFR A1レベル相当以上の英語力を取得または有すると思われる生徒の割合 55.0%
○ 授業中、50％以上の時間、言語活動を行っている学校の割合 90.0％

改
善
が
進
ん
だ
点

未
だ
改
善
が
必
要
な
点

３．施策・事業２．分析１．現状

①授業中、50％以上の時間、言
語活動を行っている学校の割
合 76.8%（昨年度比+3.7%
全国平均比+2.3%）

②授業中、発話の50％以上を英
語で行っている学校の割合
86.2％（昨年度比+5.0％、
全国平均比+11.8％）

③小中連携の状況等 数字は％

実施
情報
交換

交流 カリキュラ
ムの設定

本県 91.7 76.9 57.6 33.6

昨年度比 +26.8 +23.0 +30.0 +6.8

全国平均比 +16.2 +12.9 +11.3 +11.8

➊生徒の英語力
CEFR A1レベル相当以上の英
語力を取得または有すると思
われる生徒の割合
52.4％(昨年度比-1.5％）
※地域差、学校間差が大きい。

❷英語担当教員の英語力
CEFR B2レベル以上を取得し
ている英語担当教師の割合
31.8％（昨年度比+3.6％）

①令和４年度学校教育指導方
針において生徒の言語活動
を中心とした授業づくりに
ついて動画制作・周知

②各種研修会において、設定
等について説明・指導

【参考資料】小学校外国語教
育スタートアップガイド

➊授業づくりにおいて以下の
視点が課題
・言語活動
・単元計画等の作成
・ＩＣＴの効果的な活用

❷英語担当教員の英語力につ
いての要因
・指導観に（授業中の英語
使用の重要性）

・資格受験機会

➊言語活動を中心とした授業づくり
・令和５年度学校教育指導方針における中学校外国
語教育の重点として、動画制作・周知

➊県事業のモデル校での好事例の共有
・県事業「学びのイノベーション推進事業」にお
いて授業改善を促進する。言語活動を中心とし
た授業づくりと単元計画、ＩＣＴの効果的な活
用を重点とする。

【対象】県内中学校
【内容】年３回の研究授業の実施

（第２回の公開授業の講師は調査官）
研究報告書を作成し、好事例を共有

❷英語担当教員の英語力向上に向けての方策
・県独自の検定受験料半額補助
・ネイティブ英語教員の採用（ネイティブ等に特別
免許状を付与） 18名採用（R5.4現在）



令和５年度 茨城県 英語教育改善プラン

様式１：高等学校

目標
「指導と評価の一体化」を通した、発信力の更なる育成
〇 CEFR A2レベル相当以上の英語力を取得または有すると思われる生徒の割合 50.0％
〇 スピーキングテスト・ライティングテストを両方実施した学校の割合 70.0％

改
善
が
進
ん
だ
点

未
だ
改
善
が
必
要
な
点

３．施策・事業

①❶❷４技能５領域を総合的に育成する授業づくり
・茨城県学校教育指導方針における高校外国語教育の重点を
動画・学校訪問・研修等で周知

・生徒の英語力（発信力）を多角的に評価する指標の作成

①❶❷授業改善推進プロジェクト
・生徒による授業評価を踏まえて、各校で組織的に授業改善

/ 好事例の学校間共有

①❶❷JET-ALTを授業内外で積極的に活用
・ALT活用協議会を通して好事例（英語で他教科指導、パ
フォーマンステスト補助、ディベート指導 等）の横展開
・ALT経験者をネイティブ教諭に登用

①❶英語での発信力強化に向けた事業の実施
・茨城県国連グローバルセミナー、英語プレゼンテーションフォーラ
ム、英語ディベート大会、留学支援 等

②英語担当教員の英語力向上
・受験機会及び研修機会の提供

①生徒の英語力 (取得)
CEFR A2レベル相当以上を
取得している生徒の割合
35.4% (昨年度比+5.7%
全国平均比+5.2％)

②英語担当教員の英語力
CEFR B2レベル相当以上を
取得している英語担当教員の
割合
81.1% (昨年度比+6.8%
全国平均比+8.8%)

❶生徒の英語力 (教員の評価)
CEFR A2レベル相当以上と
教員が判断する生徒の割合
10.7% (昨年度比+2.1%
全国平均比-7.7％)

❷パフォーマンステスト実施状況
スピーキングテスト・ライティング
テストを両方実施した学校の
割合
38.1% (昨年度比+5.7%
全国平均比-10.5%)

２．分析１．現状

❶❷生徒の評価において以
下の点が課題

・CAN-DOリストの設定は
100％だが活用が53.3％

・パフォーマンステスト等、生
徒の発信力を評価する機
会の不足

・受容技能（「聞くこと」「読
むこと」）と発信技能
（「話すこと」「書くこと」）の
指導のバランス

①言語活動中心の授業に
向けた指導・評価の改善

①英検IBA等の実施による
検定受験への動機づけ

①JET-ALTの増員
(R1 40人→R4 59人)

②検定料補助・意識向上
研修等により検定受験者
の増加
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